様式第１９号の２(第８条関係)

	産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物に係る届出書
年　　月　　日
　　豊田市長　様
届出者　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
(名称及び代表者の氏名)　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物と同様の性状を有する一般廃棄物を当該処理施設で処理したいので、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１５条の２の５の規定により、次のとおり届け出ます。

	産業廃棄物処理施設の設置の場所
	　

	産業廃棄物処理施設の種類
	　

	産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物の種類（当該施設が石綿含有産業廃棄物の溶融施設である場合にあっては、石綿含有産業廃棄物を処理する旨）
	　

	産業廃棄物処理施設に係る許可年月日及び許可番号
	年　　　月　　　日　　第　　　　　号

	産業廃棄物処理施設の処理能力
（当該施設が産業廃棄物の最終処分場である場合にあっては、廃棄物の埋立処分の用に供される場所（既に廃棄物が埋め立てられている場所を除く。）の面積及び残余の埋立容量）
	埋立地の面積
残余の埋立容量
	㎥/日（　）時間
ｔ/日（　）時間
㎥/時間
ｔ/時間
㎡
㎥

	産業廃棄物処理施設に係る法第１５条第１項の許可に付された条件
	

	産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物の種類及び種類ごとの処理量（当該施設が石綿含有産業廃棄物の溶融施設である場合にあっては、石綿含有一般廃棄物の処理量を含む。）の見込み
	

	一般廃棄物の処理を開始する日
	　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	· 処理欄
	　


備考
　１　※印の欄は、記入しないでください。
　２　産業廃棄物処理施設の種類の欄は、省令第１２条の７の１６の規定により、廃プラスチック類の破砕施設（１号）、廃プラスチック類の焼却施設（２号）、令第２条第２号に掲げる廃棄物の破砕施設（３号）、令第２条第９条に掲げる廃棄物の破砕施設（４号）、石綿含有産業廃棄物の溶融施設（４号の２）、令第２条１号から第４号の２まで及び第１１号に掲げる廃棄物の焼却施設（５号）又は令第７条第１４号ハに掲げる産業廃棄物の最終処分場（６号）の別を記入してください。
　３　次の書類を添付してください。
　　(１)　当該届出に係る産業廃棄物処理施設設置許可証の写し
　　(２)　他人の一般廃棄物の処理を行う場合にあっては、次に掲げるいずれかの書類
ア　産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物の処理に係る一般廃棄物処分業の許可を受けたことを示す書類
イ　専ら再生利用の目的となる一般廃棄物のみの処分を行として行う者であることを示す書類
ウ　省令第２条の３第１号、第２号、第４号又は第６号に該当する者であることを示す書類
